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令和６年度環境リーダー養成講座実施状況 
 
１ 日程 

○基本コース 
令和６年８月 31 日（土）、９月７日（土）、８日（日）  

３日間（初日は公開講座） 

○実践コース 
令和６年 10 月 ６日（日）、11 月 17 日（日） 

  ２日間（最終日は実践活動） 
 

２ 会場   
・コープシティ花園ガレッソ４F（８月 31 日） 

  ・新潟県庁 201 会議室（９月７日、９月８日、10 月６日） 
・JR 新潟駅 CoCoLo 新潟内「ガタリウム」（11 月 17 日） 

 
３ 受講者等 

○対象者 

・個人や NPO、職場などで環境保全活動や環境教育などに取り組まれている方、 

環境保全に興味をお持ちの方 

  ・新潟県内在住、在勤又は在学の方 

  ○受講者 

  全体 35 名 

（内訳）公開講座のみ受講 18 名、基本コース 17 名（うち実践コース受講５名） 

○基本コース修了者 

  15 名 

 
４ 講座概要 

テーマ：地球温暖化防止、生物多様性の保全、資源循環型社会 
 内 容 講 師 

第 1日目 

 8/31(土) 

【公開講座】 

 

○開講式、オリエンテーション 
①新潟の地域資源“お米”×テクノ

ロジーで社会課題を解決する 

 

②那須高原における環境教育活動

～自然体験プログラムの企画と安

全配慮～ 

 
㈱バイオマスレジンマーケティング 

執行役員 杉原孝行氏 
 
NPO 法人那須高原自然学校 

理事長 真山高士氏 

第 2日目 

 9/7(土) 

 

③地球温暖化を防ぐために私たち

ができること 
④小中学校における環境教育 
 
⑤自然環境と生物多様性 

⑥ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸⅠ 
 環境リーダー活動事例紹介 

地球温暖化防止活動推進センター 
センター長 大沢昌一郎 
県義務教育課 指導主事 濁川朋也氏、 
田上町立田上中学校 校長 小野浩 氏 
上越教育大学 教授 五百川裕氏 
新潟県環境カウンセラー協会 
㈱エイト、新潟海さくら 代表 庭山愛子氏 
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 内 容 講 師 

第 3日目 

 9/8(日) 

 

⑦地球温暖化のメカニズムと影響 
⑧NPO 団体活動事例紹介 
⑨グループワークⅡ 
○閉講式 
○環境教育インストラクター認定

の概要 

新潟大学理学部 教授 本田明治氏 
NPO 法人新潟水辺の会 理事 長谷川隆氏 
新潟県環境カウンセラー協会 
 
新潟県環境カウンセラー協会 

 

５ 講座の様子 
 ＜第１日目＞ 

日 程 写 真 概 要 

① 新潟の地域資源 

“お米”×テクノロ

ジーで社会課題を解

決する 

 
㈱バイオマスレジンマー

ケティング 
執行役員 杉原孝行氏 

 

 CO2 排出量やフードロスの

削減に貢献でき、社会課題

の解決策のひとつになり得

る国産の非食用米を利用し

たコメ由来のバイオマスプ

ラスチック「バイオマスレ

ジン」について講義をして

いただいた。 

② 那須高原における 

環境教育活動～自然

体験プログラムの企

画と安全配慮～ 

 

NPO 法人那須高原自然

学校 
理事長 真山高士氏 

  那須高原で幅広い年代を

対象に実施している自然体

験活動や環境教育を紹介い

ただくとともに、環境教育現

場に潜む危険の予測など、学

校、職場、地域社会において

環境教育を実践する際のポ

イントや関わり方について

講義をしていただいた。 

 

＜第２日目＞ 

日 程 写 真 概 要 

③ 地球温暖化を防ぐ

ため私たちができ

ること 

 

新潟県地球温暖化防止

活動推進センター 
センター長 大沢昌一郎

氏 

  地球温暖化の現状、将来の

影響、対策の必要性、2050 カ

ーボンニュートラルに向け

私たちにできること、ナッジ

を活用した県民への働きか

けの工夫などについて講義

をしていただいた。 



 - 3 -

日 程 写 真 概 要 

④小中学校における 

環境教育 

 
県義務教育課  

副参事 濁川朋也氏 
田上町立田上中学校  

校長 小野浩氏 
 

  学校における環境教育の

重要性が高まっている背景

や小中学校における環境学

習の位置付け、新潟県独自の

環境教育の推進などについ

て説明いただくとともに、田

上中学校における環境に関

する取組について講義をし

ていただいた。 
⑤ 自然環境と生物多

様性 

 

上越教育大学 

教授 五百川裕氏 

  自然環境の保全を考える

ために必要な生態系の構造、

自然の恩恵である生態系サ

ービスを支える「生物多様

性」の価値・重要性に関する

基本的な事項について講義

をしていただいた。 
 
 

⑥グループワークⅠ 

 
新潟県環境カウンセラ

ー協会 
 
㈱エイト、新潟海さく

ら 代表 庭山愛子氏 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ３Ｒ、生物多様性、省エネ

のグループに分かれ、環境学

習・活動プログラムの作成に

取り組んだ。 
 １回目は、各自のこれまで

の取組事例の発表と、テーマ

設定を行った。 
 
 環境リーダー活動事例紹

介では、地域、行政、企業等

と連携した海岸清掃の取組

を紹介いただくとともに、海

洋ごみの状況について講義

をしていただいた。 
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 ＜ 第３日目＞ 

日 程 写 真 概 要 

⑦ 地球温暖化のメカ 

ニズムと影響 

 
新潟大学 

 教授 本田明治氏 

  地球温暖化のメカニズム

について正しく理解できる

よう、地球の大気組成と変化

の歴史、地球システムの仕組

み、地球の熱収支の仕組み、

温室効果ガスの役割等、科学

的な内容をわかりやすく講

義をしていただいた。 
 

⑧ NPO 団体活動事例

紹介 

 

NPO 法人新潟水辺の会 
理事 長谷川隆氏 

 

  新潟県内の河川や潟など

の水辺環境の再生や、それら

を活かしたまちづくり・体験

学習などを行う団体の取組

ついて講義をしていただい

た。 

⑨ グループワークⅡ 

 
新潟県環境カウンセラ

ー協会 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 各班で、１回目のグループ

ワークで設定したテーマに

基づいた、環境学習・活動プ

ログラムを作成し、発表を行

い、質疑・応答の後、講師か

ら講評をいただいた。 
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＜実践コース＞ 

日 程 写 真 概 要 

グループワーク 

（２時間×１回） 

 
新潟県環境カウンセラ

ー協会（斎藤政男） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

①掲示用模造紙 

 

 

②動向調査（アンケート） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②動向調査（アンケート）ボード 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（第１日目） 

基本コースで得た知識を

踏まえ、にいがた環境フェス

ティバルの出展ブースで行

う活動プログラムを受講生

自ら企画した。受講生による

企画内容は①～④のとおり。 

 

 

 

①掲示用模造紙作成 

 受講生で決定した６つの

節活ポイントを見える化し

て掲示用模造紙を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②動向調査（アンケート） 

 

来場者の、日ごろの省エネ

に関する取組の実態を把握

するため、アンケート形式の

フリップボードを作成して

調査を実施。 

 参加賞として、啓発用チラ

シと各種パンフレット、マグ

ネット式温度計と木製定規

キーホルダーを配布した。 
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日 程 写 真 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践活動 

「にいがた環境フェ

スティバル 2024」の

出展ブース 

 
新潟県環境カウンセラ

ー協会（斎藤政男） 
 
 
 
 
 
 
 

 

③家庭での取組促進用  

啓発チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③家庭での取組促進用  

啓発チラシ 

 

 受講者が考えた案を基に

ポイントをまとめ、啓発用チ

ラシを作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第２日目） 

受講生がブース来場者に

参加を呼びかけた。 

○参加人数合計 

アンケート：60 人 

資料配布 ：30 人 

 
受講生が当日、来場者から

の質問にスムーズに回答で

きるよう省エネに関する深

掘り解説を手持ち資料とし

て携帯した。掲示用模造紙を

活用しながら説明する際、深

掘り解説も併せて説明でき

るよう準備した。 




